
平成１８年岡山県観光客動態調査結果について

１ 総観光客数
平成１８年の総観光客数は、２４，５７９千人であり、対前年比で９６．４％と

減少した。

区 分 平成１７年 平成１８年 対前年比

総観光客数(千人) 25,504 24,579 96.4%

〈総観光客数の推移〉

２ 主要観光地の状況
前年同様、観光客数が多い順に、倉敷美観地区、蒜山高原、玉野・渋川となって

いる。
（単位：千人、％）

順位 観光地名 平成１７年 平成１８年 対前年比

1 倉敷美観地区 3,073 3,209 104.4
2 蒜山高原 2,697 2,364 87.7
3 玉野・渋川 2,251 2,251 100.0
4 鷲羽山 1,667 1,739 104.3
5 吉備津・最上稲荷 1,393 1,408 101.1
6 湯郷 958 914 95.4
7 倉敷チボリ公園 939 844 89.9
8 後楽園 657 664 101.1
9 湯原 574 531 92.5
10 津山・鶴山公園 589 514 87.3
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３ 県内、県外別の観光客数
例年どおり、ほぼ半数が県外からの観光客となっている。

（単位：千人、％）

平成１７年 平成１８年
区 分 対前年比

観光客数 構成比 観光客数 構成比

県内観光客 12,683 49.7 12,082 49.2 95.3
県外観光客 12,821 50.3 12,497 50.8 97.5

計 25,504 100.0 24,579 100.0 96.4

（県外観光客のみ）４ 発地別の観光客数
県外客のうち近畿、中国、四国地方からの観光客が８７％を占めている。

（単位：千人、％）

平成１７年 平成１８年
発 地 対前年比

観光客数 構成比 観光客数 構成比

近 畿 6,539 51.0 6,875 55.0 105.1
中 国 3,206 25.0 2,938 23.5 91.6
四 国 1,215 9.5 1,135 9.1 93.4
中 部 582 4.5 609 4.9 104.6
関 東 656 5.1 524 4.2 79.9

九州・沖縄 255 2.0 240 1.9 94.1
その他 368 2.9 176 1.4 47.8
計 12,821 100.0 12,497 100.0 97.5

５ 日帰り、宿泊別の観光客数
例年どおり、日帰り客数が約６割強を占めている。

（単位：千人、％）

平成１７年 平成１８年
区 分 対前年比

観光客数 構成比 観光客数 構成比

日帰り客 16,129 63.2 15,891 64.7 98.5
宿泊客 9,375 36.8 8,688 35.3 92.7
計 25,504 100.0 24,579 100.0 96.4

６ 観光消費額
総観光消費額は１，５３４億円と増加している。

（単位：百万円、％）

区 分 平成１７年 平成１８年 対前年比

日帰り客 54,331 60,050 110.5
宿泊客 87,270 93,364 107.0
計 141,601 153,414 108.3

総観光消費額 ＝ 一人当たり平均観光消費額 × 観光客実人員＊

［調査方法］

① 有料観光施設の入場者数、キャンプ場・海水浴場・スキー場の入込客数及び公的

宿泊施設の利用客数等を基に、総観光客数を推計

② 県内主要観光地（48か所）において、２月・５月・８月・11月の各２日間にわた

って実施した実地調査で集めたデータを基に、県内県外別観光客数等を推計

③ 実地調査場所（48か所）及び倉敷チボリ公園において配布したアンケートを基に

して、日帰り宿泊別の観光客数や観光消費額等について推計


